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西ヨーロッパ中世文化 

特
徴 

○キリスト教の時代・・・【①    】の絶大な権威 

→文化もキリスト教中心 

○教会や【②       】（聖職者の修行の場）で文化が育成される  

〔6C〕【③            】がモンテ=カシノ（イタリア）に初の修道院を開く 

〔12C〕大開墾時代（西ヨーロッパ世界の拡大）…シトー修道会が指導 

〔13C〕托鉢修道会…荘園などの財産を持たず，都市で活動する修道会 

（例）【④            】修道会，【⑤      】修道会 

○学問…【⑥     】が最高の学問！→【⑦      】語を使用 

 

フ
ラ
ン
ク
王
国
時
代 

【⑧               】（9C） 

…カール大帝による古典文化の復興 

〔中心人物〕学者【⑨         】…古典学問とキリスト教の調和を行う 

〔内容〕 

○【⑩      】学が開始…キリスト教の信仰を論理的に説明しようとする学問 

 

学
問 

○スコラ学…キリスト教の信仰を論理的に体系化しようとする学問（10～13C） 

〔中心的研究〕普遍論争…普遍的なものは現実に存在するか？=信仰と理性はどちらがより重要か？ 

       【⑪     】論          VS          【⑫     】論 

（主張）普遍は実在する             （主張）普遍は実在せず，個々のみが存在する 

理性より信仰が上                 信仰より理性が上 

（学者）【⑬         】         （学者）【⑭         】 

 

一
二
世
紀
ル
ネ
サ
ン
ス 

○スコラ学の発展…【⑮              】が大成 

※14C，ウィリアム=オブ=オッカムが唯名論を展開→信仰と理性を区別→スコラ学衰退 

○自然科学の発展…【⑯              】が実験を重視する研究 

○大学の誕生…教会の付属学校が元になる 

・【⑰       】大学（伊）：法学 

・サレルノ大学（伊）：医学 

 

・パリ大学（仏）：神学 

・【⑱            】大学（英）：神学 

・ケンブリッジ大学（英）：神学 

教
会
建
築 

○【⑲          】様式（11C）…厚い壁，小さな窓，重厚で暗い内部 

〔例〕ピサ大聖堂 

○【○21        】様式（12C）…高い尖塔アーチ，窓に【○22             】 

〔例〕ノートルダム大聖堂（パリ），シャルトル大聖堂（仏），ケルン大聖堂（独） 

 

文
学 

○【○23      】物語…騎士の戦いをテーマとした物語。【○24        】がめぐり歩いて語り継ぐ 

・ローランの歌（仏）…カール大帝時代の騎士ローランの戦い 

・ニーベルンゲンの歌（独）…ゲルマンの英雄ジークフリードの戦いと恋愛 

・【○25             】（英）…ケルト人のアーサー王と騎士たちの活躍 


